
 

 

 
 

６００年の歴史を誇る山口祇園祭 体験記 
山口市の夏の風物詩の一つ、山口祇園祭が７月２０日、盛大に開催さ

れました。宮野自治連合会が御神輿（おみこし）の担ぎ手を募集してい

ましたので、地域貢献の一つとして私は事前に申し込んでいました。 

お祭当日、午後６時頃に地域交流センターに到着すると、すでに

さらしを巻いた白装束の方々が談笑されていました。準備を整える

と、出発前にセンターの前で約６０名の担ぎ手一同が記念写真を撮

り、いよいよバスで八坂神社へ出発です。 

午後７時、八坂神社に集合した３つの自治会（宮野・大殿・

白石）が八角、六角、四角の各神輿を担当します。宮野地区

は今回、四角担当です。神輿巡幸（みこしじゅんこう）の

前に伊藤山口市長を始めお世話係が挨拶をされました。そ

の中で、今年は特別に大殿地区在住の村岡県知事も神輿を

担ぐことが紹介されると、歓声が挙がっていました。 

八角、六角、四角の順に巡幸開始、数百㎏する重

さの神輿を約３０名が四方を囲んで担ぎます。八坂神社

を出発して御旅所（おたびしょ）まで約２

㎞の道のりを２時間かけて練り歩きま

す。歩くといっても、真っすぐではありま

せん。右へ左へとジグザグに進み、交差点

などいくつかの場所では右回りでぐるぐ

ると相当な勢いで神輿を回し、最後は手

が離れるほど力を合わせて空中に投げ上

げます。神輿を回す時が一番の見せ場であり、走りながら回るため、外側にいる担ぎ手は遠

心力で外に弾き飛ばされるほどです。また、２時間の長旅のため、同じ人がずっと担ぐには

限界があり、時折周りが声をかけながら入れ替わります。 

今年は、ニューヨークタイムズに山口市が紹介されたこともあり、法被姿（はっぴすがた）

の外国の方々や、生中継のネット配信など、内外から注目されていることが分かりました。 

山口駅前にある御旅所に到着すると、担ぎ手全員の顔は満面の笑顔で、心地よい疲

れを残し宮野地域交流センターへと戻りました。 

日本には伝統的なお祭りが各地にあり、昨今は人口減少や高齢化により開催が難しくなっ

ているものもあるといいます。これからは、伝統を守りながらも国籍や地域、性別や年齢な

どの制約なしによる持続可能な運営を考える時期にきているのかもしれません。とはいえ、

宮野地域の参加者は小学校の保護者の方や地元企業の若い人達に支えられてとても活気が

ある集団でした。神輿を担ぐ「かっこよさ」は宮野地域の子ども達にもきっと伝わっており、

６００年続く伝統は今後も受け継がれていくことでしょう。        校長 古屋 伸浩 

 

 

 

 
 

～美しい心をもち夢に向かって進む子どもの育成～ 
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■山口祇園祭とは  

室町時代、大内弘世公は山口の地で京を模したまちづくりを進め、１３６９年（応安２年）に京都の祇園社（現在の八

坂神社）を市内竪小路に勧請しました。その後、１４５９年（長録３年）に、京都の祇園祭を取り入れた祭礼が行われたの

が山口祇園祭の始まりとされています。 

初日には八坂神社で鷺（さぎ）に見立てた頭と羽をつけて舞う「鷺の舞」が奉納され、最終日に

は御旅所から八坂神社へ神様をお返しする御還幸が行われます。中日には市民総踊りも開催さ

れ、祭りを彩ります。地域の人々により、約６００年にわたり受け継がれている伝統あるお祭です。 

※山口県観光サイトから引用 https://yamaguchi-tourism.jp/ 

写真提供：山口市 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月の主な行事予定】 
３日（木）芸術鑑賞 
7日（月）小中合同あいさつ運動 

１０日（木）チャレンジ学習（５年） 
１１日（金）   〃 
１７日（木）社会見学（１年） 
２２日（火）陸上記録会（６年） 

校納金口座振替日 
２５日（金）校内音楽会 
３０日（水）就学時検診 
３１日（木）社会見学（２年） 

【９月の主な行事予定】 
２日（月）始業式・給食開始  

１９日（木）参観日 
学校保健安全委員会 

２４日（火）校納金口座振替日 
２８日（土）宮野小キッズフェスタ 
３０日（月）振替休日 

CS（コミュニティ･スクール）コラム 

■夏季学習会～中学生先生大活躍～ 

７月２２日（月）から３日間、小学３年生以上の希望者が

夏季学習会に参加しました。小中連携の一つとして、今年

度も３日間で延べ５５名の中学生が児童のサポートを行っ

てくれました。中学生は、机の間を回りながら、解答に悩む

児童に声をかけ、寄り添いながら優しく教えていました。 

参加してくれた中学生の皆さんと調整していただいた

中学校の先生方、ご協力ありがとうございました。 

。 

■小中合同夏季研修会 

７月２９日(月)に宮野中学校と本校の教職員による合

同研修会を午前中に開催しました。国語、算数、外国語な

どと各教科部会に分かれて、小中連携教科カリキュラムの

見直しを行いました。小学校と中学校では教える内容は

異なっていますが、つながりを意識するとともに地域素材

も取り入れながら指導をすることで、学力向上を図ること

を目的としています。どの部会でも熱心な協議が行われ、

教職員の絆も深まりました。 

■小中合同学校運営協議会 

小中合同研修会と同日の午後、宮野小学校、中学校の

合同学校運営協議会を宮野中学校で開催しました。こち

らの会議では、地域代表の委員さんに各学校の１学期の

様子をお伝えするとともに、２学期以降の小中連携などに

ついて協議を行いました。宮野小中一貫教育の共通課題

は、「主体的に学びに向かう力」です。今後も連携をより深

めながら児童のやる気をサポートしていきたいと思います。 


